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朝晩の冷え込みが厳しくなり、本格的な冬の訪れを感じる季節になりました。子供たちは、寒さに負けず、

元気よく過ごしています。今日から１２月。カレンダーも最後の一枚になりました。一年の締めくくりのこの

時期、４月からの学習を振り返り、自分自身の成長を感じてほしいと思います。 

 

 

 

                         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※３月１１日（水）１５：１０～１６：２０（１５：００受付開始）「年度末おたのしみ会」を予定しています。 

詳しくは別途配布するお知らせをご覧ください。 

担任の先生方もご参観いただけます。ご希望の先生は連絡帳等でお知らせください。 

※今年度のきこえとことばの入級相談は１月中旬で終了となります。相談実施可能な人数を超えた場合は、 

相談日が来年度になる場合があります。あらかじめご了承ください。 

 

 

〇感染症等で体調を崩しやすい時期です。本人だけでなく、付き添いのご家族が体調不良の場合も、無理を 

せず通級を見合わせていただきますよう、お願いいたします。 

〇感染症の流行等で在籍学級が閉鎖になった場合は、本人が元気でも通級はお休みになります。 

その際は、きこえとことばの教室にご連絡ください。 

〇冬季休業日前の最終指導日にうわばきを持ち帰ります。持ち帰り用の袋などの準備をお願いします。 
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渋谷区立神南小学校長 山口 信忠 

  きこえとことばの教室 

 

１２月・１月の予定 

 

１２月 ２日（火）都難言協ブロック研究会  

１３日（土）神南小学校 学芸会 

１５日（月）振替休業日 

２４日（水）通級終了 

 ２６日（木）冬季休業日始 

予定は変更になる場合があります。 

１月 ７日（水）冬季休業日終了  

９日（金）通級指導再開 

１３日（火）都難言協ブロック研究会 

           新入級児在籍学級訪問開始 

            （～２月末） 



【言 葉 の 発 達】  

★言葉のはたらき★ ～言葉のはたらきには、次のように大きく３つあります。～ 

＜はたらき①＞                ＜はたらき②＞                  ＜はたらき③＞ 

   

 

～「小学校学習指導要領」では、 

国語の学習で身に付けたい力として、言葉の特徴や使い方に関する事項について次のように示されています。～ 

 

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

言葉には、事物の内容を表す働

きや、経験したことを伝える働きが

あることに気付く。 

言葉には考えたことや思ったこと

を表す働きがあることに気付く。 

言葉には、相手とのつながりをつ

くる働きがあることに気付く。 

 

 

★言葉が発達するために大切なこと★  

  生まれてすぐの赤ちゃんは、泣くことで表現をし、言葉でのコミュニケーションはできません。 

そこから、声を出すことを楽しむようになり、意味のある言葉、文を話すようになります。そして、 

小学校に入学する頃には、およそ 2500～3000 語を身に付け、普段の 

生活の中でのコミュニケーションに必要なレベルに発達します。 

小学校入学後は、さらに活用できる言葉の数が増えていきます。 

言葉を活用して人とコミュニケーションをとることは大切です。「言葉」 

                               を左図のように、ビルに例えると、毎日の基本的な生活や、誰かと思いを 

分かち合うなどの土台の最上階に位置します。土台となる部分の経験を 

積み上げて行くことが大切です。 

 

 

 

・自分の体験したことや気持

ちなどを言葉で表すことで、

自分以外の人に伝えること

ができる。 

・発見したことや調べたことを

記録することで、のちの時代

の人やよその国の人とも分 

かち合うこと ができる。 

コミュニケーションや 

記憶の手段  

・ものごとを感じ取ったり考え

たりするときにも、言葉を使

っている。 

・物の名前、様子や動きを表

す言葉などを使うことによ

って、ものごとをはっきり整

理することができる。 

感じ取ったり、 

考えたりする道具  

・言葉によって状況に応じて行動を

調整することができる。 

（ほしいものがある時や何かしてほ

しい時に言葉で要求する、「だ

め」と言われたら我慢するなど） 

・言葉の話せない赤ちゃんは泣い

たりぐずったりしないと意思を伝

えられないが、言葉を使うと調整

がスムーズにできる。 

 

行動を調整する道具 

ことば 

【普通の生活】 
よく寝る 
よく噛む 
よく遊ぶ 

【誰かと思いを 
分かち合う経験】 

【体を動かす】 
 【手を使う】 

【豊かな体験】 
見る・聞く 
味わう など 

参考 

牧野泰美監修 阿部厚仁編： 

「発達と障害を考える本⑧ふしぎだね!?言語障害のおともだち」   ミネルヴァ書房 

文部科学省：「小学校学習指導要領解説【国語編】」 


